
1. 自動車業界の安全への取り組み

自動車業界では、事故の削減や防止のためにさまざま
な技術が開発され、広く利用され始めています。近年
の大きな進歩はADAS（Advanced Driver Assistant 
System）と呼ばれる機器の開発と実装で、レーダー、
カメラ、センサーなどで取得されたデータを即時分析し、
衝突防止やレーン逸脱防止を行うものです。また、車車
間の通信機能を利用して移動する車の大きさ・速度・方
向などをお互いに通知し合い、事故の防止や交通の最
適化を推進しようとしています。米国運輸省道路交通
安全局（NHTSA：National Highway Traffic Safety 
Administration）は、この機能の2017年の義務化に向
けてさまざまな取り組みを進めています［1］。この安全
のためのメッセージは、将来は車のみならずスマート
フォンともやりとりされ、歩行者の安全も実現される
ようになります。その様子は2013年に東京で行われた
ITS世界会議において本田技研工業株式会社様により協
調型自動運転として紹介されました［2］。
また欧州では、重大事故発生時に自動で緊急通報を
行うeCallというシステムが始まろうとしています［3］。

この機器を搭載した車は、エアバッグが作動するような
重大事故が発生した際に、その位置と状況がドライバー
の介入なしに自動通報されます。これにより事故の位置
と情報が正確に把握され、救援などの適切な処置が速や
かに行われるようになります。
このような先進的なシステムを実現する自動車には図
1に示すようなさまざまなセンサー類が装備され、その分
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図1. 自動車安全のためのシステム構成（例）
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析が車内で即時に行われ、ドライバーや他の車、およびバッ
クエンドのITシステムに通知されるようになっています。
それぞれのセンサーやレーダーはその到達範囲や特徴
により適切な用途があり、例えば、超音波センサーは駐
車の際の障害物の検知に、カメラはレーンを区切る白線
の追跡に、短距離レーダーは衝突検知・回避に利用され
ています。また、車外の通信には802.11pといわれる
無線やスマートフォンで利用されている3G・LTEの携
帯無線網を利用して、さまざまな情報のやり取りが行わ
れています。まさにIoT（Internet of Things）の先進的
な事例と言えるでしょう。

2. さまざまなサービスシナリオ

IoTとしての自動車に対するサービス、いわゆる“コネ
クテッド・カー”サービスにはさまざまな分野がありますが、
そのデータ取得間隔やデータの複雑さゆえに適切なシス
テム構成が異なります(図2）。
その中からいくつか代表的な例をご紹介します。

①外付け機器（OBD II）によるテレマティックス
テレマティックスとは自動車などの移動体に通信シス
テムを利用してサービスを提供することで、交通情報の
提供やナビゲーション・サービスもその一例です。自
動車にはOBD（On-Board Diagnostics）というコン
ピューター診断機能の実装が義務付けられており、エン

ジンなどの主要部品や車両の状態を取得することができ
ます。1988年に米国で開発され、その第2世代規格の
ものをOBD IIと呼んでいます。このOBDに接続するた
めのコネクターも自動車に実装されており、サービス・
ステーションなどで専用の読み取り機器を接続し故障診
断に利用されています。この車両情報取得のためのア
ダプターをBluetooth経由でスマートフォンに接続し、
スマートフォン・アプリケーションで読み取ることがで
きるようになってきました。このデータをスマートフォン
経由、あるいは他の通信機器経由でサーバーに送信し蓄
積し分析しようとするもので、車の軌跡分析や運転技術
の分析などに使われます。

②車車間、車路間、車外間通信による安全の確保
前述の米国運輸省道路交通安全局が推進しているもの
で、BSM（Basic Safety Message）と呼ばれる情報を
約100ミリ秒間隔で送信し合うことにより事故・衝突回
避等を実現しようとするものです［4］。ヨーロッパでも
ETSI（European Telecommunications Standards 
Institute）がその仕様を定義しています［5］［6］。このメッ
セージはサーバーを通じて事故や緊急自動車の通行に影
響のある車や歩行者にも送付され、安全が実現されます。
もちろんサーバー・システムとしても100ミリ秒間隔
で送られてくる可能性があるメッセージを即時に処理し、
関連車両や歩行者に連絡できる機能が必要とされます。
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図2. コネクテッド・カー・サービスの一覧
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③自動車内蔵機器によるテレマティックス
システムの形態としては①の外付け機器によるテレマ
ティックスと同様ですが、自動車会社がそれぞれ独自仕
様のデータを取得できるようにしているケースが多く、
データ構造も複雑になっています。ドライバーの利便性
に向けてのサービスや車両改善のためのアプリケーション
が実装されるケースが多く見られます。例えば、ブレー
キやABS（Anti-lock Brake System）の動作を分析す
ることにより、ある地点の運転危険度を判定し、他のド
ライバーに知らせたりすることができます。

④ドライブ・レコーダーや先進運転システムの分析
さまざまな事故やその予兆の分析のためにドライブ・
レコーダーを実装する車が増えてきています。タクシーの
ような商用車では犯罪の抑止のために使われる場合もあ
りますが、画像を分析することにより事故の原因を特定し
たり、前述のADAS機能が正しく動作し事故を未然に防い
だかを確認したりすることができます。ただ、これらのデー
タはデータ量の観点からリアルタイムでネットワークに
送信されるケースは少なく、配車センターなどでWi-Fiや
メモリー・カードを利用してデータを取得し、通常のイン
ターネット経由で送信されるか、事故の直前の極めて短い
時間のデータのみ送付する場合が多く見受けられます。

⑤自動運転・高度運転支援
この分野はすべての自動車メーカーが積極的に取り
組んでいる分野で、事故の低減や高齢者でも安心して車
を運転できる支援機能を提供しようとするものです。も
ちろん、自動運転の実現のためには車両のADAS機能
のより一層の進化が必要ですが、それと並行してITイン
フラ側の進化も必要とされます。図1にあるように、自
動車にはさまざまなセンサーやカメラが実装されている
ため、車の周りの状況を認識することはできます。しか
し、200メートル先の道路の状況や右折先の状況、こ
の先のレーン数の変化やレーン逸脱防止に利用する白線
の状況などは、センサーやカメラでは検知できません。
ITインフラ側から連続的にデータを提供し、適切な方向
に車を導く補助をする必要があります。自動運転は車と
ITインフラが一体となって実現できる機能なのです。

3. 自動車からのデータを異業種で利用

自動車からのデータは、通常はそれぞれの自動車メー
カーのシステムに送られ、加工され利用されてきました。
ところが前章で述べたように、外付けのOBD IIアダプ
ターを利用することにより新たなビジネスを立ち上げよ
うとする取り組みが欧米で顕著に見られます（図3）。
もともと車両運行管理会社が車両の位置やルートを管
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理するためのデータ取得は行っていましたが、近年の分
析技術の進化により故障やパーツ消耗の予測分析を行い、
休車時間削減などの業務効率化のための利用も検討され
ています。また、保険業界はこの機能に以前から注目し
ており、単に運転距離だけで保険料を計算するのではな
く、運転方法や運転コースの分析により危険度を評価し
保険料を計算したり、安全運転のためのアドバイスを行っ
たりしようとしています。

4. より高精細な世界を目指して

IBMはこのコネクテッド・カーの世界に注目し、図2で
示したさまざまな分野からの異なった要求を実現するため
のリファレンス・アーキテクチャーを策定し、実装を完了し
て全世界展開をしています。
日本ではIBM Intelligent Mobilityとして発表されてお
り、車から取得されるさまざまなデータをミリ秒単位で処
理する高速データ処理基盤が実現されています（図4）［7］。
このソリューションは日本IBMのソフトウェア開発研究所で
開発されたもので、現在は自動運転支援に向けて複数の車
線も意識した、より高精細な地図情報とダイナミックに変
化する環境情報をリアルタイムで処理し、車に提供できる
システムの開発に注力しています。
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